
◇韓国に置いて行かれた日本の英語教育◇ 

 

 感謝祭休暇を頂いてありがとうございます。前半に Korea（韓国）プサンに行ってきました。コロナが始まってから初め

ての渡航です。 

 ファンも多く魅力満載の韓国ですが、行ってみて感じたことは、①みんな親切 ②困った人をすぐに助けてくれる ③日

本語が上手 ④英語も上手 ⑤食べものは辛い ⑥貧富の差はあれどみな元気 

 

 以上は私個人の感想に過ぎませんが、どこに行っても気になるのはその国の英語力。モアをスタートしたころ、韓国は

『英語村』を作ったり、英語圏への学生の留学を勧めたりと、どんどん施策を打ち出してきました。『日本は完全に取り残

された。』とは聞いていたのですが、実際に行ってみて、その通りだと思いました。 

 観光業務の人たちを除いた一般の人たちが、いざという時に英語での案内や説明が堂々とできます。ハングルが出来

ない私はもちろん英語しかないのですが、たくさんの人と話すことが出来ました。『英語分からない～』と逃げる人は一人

もいませんでした。正直に言うと英語が出来そうな人に話しかけるという私の選別はあったものの、たいていの場合、英

語で親切に助けてくれて、また雑談や日本に来た時のエピソードも話してくれました。 

 おまけに韓国の方は戦時中に日本に労働で来ていた方も多く、8０代の方は日本語が上手で、話したがっているのが分

かりました。若者も日本大好きな人が多いので、積極的に日本語で話してきます。 

  

 3 日間の韓国を体験して、私の頭の中はグルグルぐるぐる回っています。英語に触れる時間をもっともっと増やさないと

いけないですね。でもみな忙しいですね。でも何か良い策はあるはずです。この頭をガツンと殴られたようなショックを感

じているうちにと、いろいろなイメージを巡らせています。実践で使った言葉は定着が早く確実です。リアルな場づくりな

どもできそうです。日本だって負けないぞ～。                           Naomi     ２０２３．１１．１６ 

   
 

 
  

 


